
横浜市本牧から産出した生痕化石

松島 義 章 ・奥村 清本

I. はじめに

横浜市周辺の第四系には、いわゆるサンド ・パイフペ庁長の生痕化石の多いことが、地学団体研

究会 (1958）、関東ローム研究グル プ (1960,1965）などによって注意されてきた。しかし、

その形態や分布、その他詳しい記載が行われていないので、ここにその一例を報告する。

ここで扱う生痕化石は、 1964年2月から4月にかけて横浜市中区本牧緑ケ丘の宅地造成工事

現場で、市立大鳥中学校地学班の生徒によって最初に発見されたものである。

これは、下末吉層と考えられる地層の基底面に発達する、いわゆるサンド ・パイプ形の生痕

化石群であり、奥村清（当時神奈川県立青少年センタ一地学室）等によって発掘が行われた

第1図 いわゆるサンド パイプ形の生痕化石産出地点

（×印）

＊神奈川県立教育センタ一地学研究室

(1964, 2）。

宅地造成工事の進行に伴って、生痕

化石の見られる露頭（層理面に対し垂

直な断面）、4ケ所を数回にわたって観

察した。また、同年3月30日に、ブル ト

ーザーが表土を削り取り、その辺一帯

／ の整地的っている途中に生痕化石

が約 300m2 にわたって集中的に分布

している場所が見つかった（図版I,1 
図）。ブルトーザーは、！曽理面に平行し

て不整合面下約1mまでを削ったため

その過程のいろいろの水準で生痕化石

津町 （以下巣孔）分布の観察を行うことが

十二天山できた。しかし、 その巣孔各々 を、垂

直方向ヘ連続的に追跡することはでき

なかった。

なお、生痕化石に伴って、 nodule

，＜，＇が発見された。この noduleは見かけ

上、大島和男 (1964 a, b, 1967 a, 

b ）が報告した現生スナモグリの巣孔

の屈曲部や枝分れの叉の部分にできた

球部の形態に似ているが、これは二次

的にできたもので、巣孔動物とは、直

接関係がないように思われる。この点

についても合せて報告する。
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II. 産出地点

生痕化石の産出地点は、横浜市中区本牧緑ケ丘、神奈川県立緑ケ丘高等学校の東南（第1図〉

である。この付近は、東京湾に突出した本牧岬の中心部の本牧、恨岸台地であって、海抜40～

50 m ほどの台地 （下末吉台地）である。この台地を浸食して北東方に開いた小さな谷の中腹、

海抜30mの地点である。

皿地質の概要

本地域の地質は、 大塚弥之助 （1932司 1935）と地質調査所（1951）によって詳しく報告され

ている。

産出地点では、最下部に三浦層群の中里層と思われる背灰色シルト岩があって、この上へ不

整合に厚さ約Smの地層が発達し、それは、cobbleサイスの円僚をもってはじまり、シルトを

主としスコ リアを含む組粒砂からなっている。本層は 「千代崎層」とH子ばれ、 「山下回］層」（徳

永重元，他）あるいは堺風ケ浦層の上部に対比されている。上部の青灰色シル卜層からは、

Macoma sp.が産出する。

この地層（第2図）の上部およそ 2mは、 青灰色シルトからなり、そのうち最上部1m内外

に多数のいわゆるサンド ・パイプ形の生痕化石がみられる。このシル卜層の上位は、少量の

granuleサイズの円僚と黄制色の pumiceを多量に含む凝灰質組粒砂！習で、被覆されている。こ

れは下末吉層と考えられる地層である。1也の地域で、下位のシル 卜層が一部削剥を受けている
ことが認められるから、両層の関係は不整合であると考えられる。生痕化石は、巣孔動物によ

ってこの不整合面から下に向って掘られたもので、生痕化石は、不整合面上にある凝灰質粗粒

砂と同一物質によって充填され、サンド・ パイプとなっている。
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N 生痕化石の形態と産状

a.形態

1) 巣孔の横断面は径3～ 4cmの円形

であって、巣孔の太さは不整合商の関

口部（以下入口）から屈曲部を経て末

端部までほぼ一定；で、ある。

2) 巣孔は入口で、一部ロート状に開

いたもの（図版E噌 6図）がみられる。
層面に対しては、約45°から垂直まで

tの種々の角度をもって屈曲しながら下

方にのびる。

3) 巣孔の内壁面には細かな凹凸がみ

られるが、この凹凸は巣孔動物のはい

跡とは認めがたい。この壁面をつくっ

ている厚さ2～3mmの粘土質物質は、

黒術色化した水酸化鉄によって硬く固

結し、サント、・パイプを形成している。

4) 巣孔は、人口が1個のものから 4

個あるものまでみられた。一般には1
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第4図 生痕化石の垂直分布 (II)

枝分れしないもの （I字型、 L字型） （図版 I. 3図のスケッチ）
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7) 巣孔管の連結する部分や枝分れする部分は、不整合面より約20～30cm下方が多く、 そこは

屈曲を伴なう。この屈曲昔IIや枝分れの叉の部分に、いわゆる球部※が発達していることが多い。

8) 下方にのびた巣孔は、末端部で丸みをおびた円錐形となって層理面に対し緩かな傾斜をと

って終っている （図版町，3a,b図） 。この深さ（垂直距離）は、 50～ lOOcmで、ある。

9) 巣孔内部は、前述のごとく 」二部を被う凝灰質粗粒砂層の pumiceとgranuleサイ ズの円僚

とによって充填されている。特に末端部や屈曲部には granuleサイズの円傑で満されている

ことが多い。

b. 水平分布と垂直分布

ブルトーザーが表土から凝灰質粗粒砂の下末吉層、さらに下位のシル卜の塀風ケ浦層と層別二

面に平行に削除していく過程で、巣孔の水平分布の観察を行った。 しかし、工事作業が急速に

生痕化石の垂直分布 （皿）

いわゆる H字型の生痕化石

第6図生痕化石の垂直分布 （N)

3口型の生痕化石 （中央の巣孔管は他
より細い）

※ 見かけ j－、大島のいうスナモグリの際部に似てい

るが、これは noduleである。この noduleにつ

いてはP加 で述べる。

行われたため、巣孔各々を垂直方向に追跡する

ことはできなかった。なお記録をとった水平分

布の位置は同一地点である。

測定方法

露出した平面に1m 2 のわくをとり、その中

を四等分にして巣孔の位置を記録した。観察し

た水準は、 不整合面より下方およそ 4～ 5,20 

～30. 50cmの3ケ所である。4~ 5 cm付近で、は、

1 m 2 当り50～60個（第7図、図版I!L1図）の

割合で多くの巣孔が分布 している。20～30cm付

近では、1m 2 当り30～35個 （第8図、 図版凹，

2図 ）と不整合面から下方に向って次第に密度

が減る。このことは、巣孔がこの付近において、

2本あるいは3本が1本に連結することを意味

一「。 。。 。
。

。 。 。。。 。
。。 。

。。。 。。
00 

。 。 。
。。 。。 p 。 8 。

ー
。 。。。

。 。
。

。 50 IOOcm 

第7図 不縫合耐より下fj4～ 5 cmの生痕
化石水平分布図

（図版日，1図のスケァチ）
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する。50cm付近では、1m2当り20個 （第9図，図版III,3図）ほどになる。それより下方で

はほとんど変化なく、 最も深いものでは 100～ 120cmまで達する。

不整合面での巣孔間隔は、 層理面に垂直な断面で観察を行った。一般的にはこの断面に現わ

れる巣孔の間隔は、30-40cmほどのものが多くみられ、断面の水平距離1mにつき 3～ 4倒の

巣孔が発達する。しかし中には第10図のように、1mにつき 7個の巣孔がみられることがある。

その巣孔の間隔も 2～ 18cmと全く不規則である。

rつ 。
。。。 。

。

。 。

。 。

。。
50 JOO cm 

第8図不整合商より下方20～30cmの生痕

化石水平分布図

（図版ill,2図のスケッチ）

。

50 

。
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第10図生痕化石の垂直分布 （V)
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第9図不整合商より下方SOcmの生夜Tf右
水平分布図

（図版日，3図のスケゾチ）

50 100 

水平脱出住1m聞に7個の巣孔が発達している。
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これらのことから巣孔動物の楼息密度は、最大1m 2 当り20個 ぐらい、一般には5～ 10個ぐ

らいと考えられる。
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第11図球形状noduleの縦断面

黒褐色水酸化鉄と賞褐色シル 卜

が縞目を示している。この水酸

化鉄はnoduleの内部に点複する

pumiceと二枚異化石のmoldを貰

いで浸透七ている。

ts. 巣孔管を満たしている凝

灰質粗粒砂、

s. 黄術色シル卜

I. 黒倒色水酸化鉄

m. 二枚貝化石のmold

p pumice 

8c官、

。 4 Sc帽

第12図 球状 noduleの横断面

黒樹色水酸化鉄が内壁面より放物線状に注出i士
i殿して、資鰯色シルトと縞目を示している
ts. 巣孔管を満す凝灰質組約砂
賞制色シルト

黒衛色水酸化鉄

※ X線分析によると褐鉄鉱、磁鉄鉱、赤鉄鉱、 石英等が検出されたが、 主成分は褐鉄鉱である。
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線状に？主出沈澱して noduleを形成したようにみえるものが多い。

大型 noduleは、 不整合函から約 120m下方の青灰色シル卜中にあった。 nodule の中央部

から下方にやや偏平化した径7cm、長さ11cmの突起がで、ている。これは、巣孔の末端部にあた

る。上部には、巣孔管を中心にしてできた直径8cmの球形 noduleと、枝分れした、巣孔管の

方にできた直径6cmの球形 noduleが巡って、主部をなす球形の大型 noduleにコブ状に付着

している。nodule の内部は、水酸化鉄の核を中心lこ同心円状の縞目が入っている。縞目は、

黒褐色化した、巾 0.5～ 1inmの水酸化鉄の部分と、巾2～ 3mmの黄褐色シルトの部分からなる。

特に水酸化鉄は、nodule の中心から半円形に拡る部分と、タト縁とに多くみられる。 この水酸

化鉄は、巣孔管が屈曲して校分れした叉の部分からの供給され沈澱によって二次的に形成され

たようにみえる。

したがって noduleは、巣孔管内部からの水酸化鉄の注出沈澱によってできあがったものと

考える。その形成場所は、 屈曲音IIに多く発達する。枝分れの音II分では多少ふくらむものもある。

また、末端部には、第13図中央部の巣孔断面に見られるように水酸化鉄の累帯縞目も、 nodule

にまで発達しなかった水酸化鉄の沈澱で、あると考えられる。

第13図 生般化イ：1の君主菌：分布（日）
中央官I＞の巣孔断面に水酸化鉄の累帯状縞目がみられる

大島（1964a, b, 1967 a, b ）によれば、現生スナモグリの巣孔には、巣孔管の枝分れ部

や屈曲部に位置する所に体を回転するために作られた球部が存在する。横浜市本牧産の生痕化

石に伴ってみつかった noduleは、外形においてすで、に述べたごとく現生スナモグリに似てい

るが、上に述べたような構造から明らかに、巣孔動物と直接関係なく 、二次的に水酸化鉄の沈

澱で形成されたものとしか考えられない。しかし、 形成された場所が、主に屈曲部であること

は、巣孔動物の何んらかの影響があって、 他の部分より水酸化鉄の沈澱ができやすかったこと

を示している。

VI.現生巣孔動物の巣孔との比較
現生巣孔動物の巣孔形態については、古く早坂一郎（1931）、高橋定衛 (1932）の研究がある。

最近では陶山国男，歌代勤 （1955）の巣孔の研究、大島和男 (1964a, b, 1966 a, b, 1967 a, b) 
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がアナジャコ、スナモグリなどを含む巣孔動物の生態とその巣孔形態について詳しく報告して

いる。

ここで報告した生痕化石の形態を、これらの研究の結果判明している現生スナモグリ、アナ

ジャコの形態と比較してみると第1表のごとくである。

第1表 現生のスナモグリ ・アナジャコの巣孔形態との対比

いわゆるサンド ・パ ※ 
アナジャコ

※ 
イプ形生痕化石

スナモグリ

岩質又は棲息地底質 シルト 細砂 細砂～シル卜

lm2当りの接息f回数 5～10、最大20 10～20 5～16 

不整合面、又は干潟 入口（開口部）1～4個、 入口は2～5f園、普 入口は2個、 等大で

面の巣孔入口 ロート1犬のものもみ 通一方の入口は体が 内部のM位の口径で
られる。 通らない位細く、干 ある。

3～4個人口をもつも j局面でもりあがる。
のの1個の入口は他

より細くなっている。
2個の入口をもつも

のは等大のもの多い。

巣孔の深さ 50～100最大 100- 30～70cm 30～100 cm 
120cm 

巣孔の下方向への拡 3～4個人口をもつも 立体的で、その変異は 巣孔入口を結ぶ垂直
がり のは屈曲変化し、垂 大きい。幽り、枝道 面内にある。

直面内になく複雑で 分岐点に必ず球部が
ある。 ある。
l～2個人口のものは、
垂直平面内にあるも
のが多い。

巣孔の横断面とその 円形 円形 円形
大きさ 3～4 cm 1.5～ 2 cm 2～2 .5cm 

巣孔の壁面 壁面には細かな凹凸 壁面はなめらかで、 厚さ 3mmf立の壁で内
が著しい。壁面の泥 薄いシルト質の壁を 壁全体が覆われ、｛本
質物は厚さ2～3mmの 有する。 毛によるすり跡があ
黒褐色水酸化鉄で、堅 る。

く団結している。

横浜市内における同 下末吉層 ※大島和男 (1964b) 

様な形態の巣孔化石 港北区菊名町

産出地 ’， 篠原町
堺風ケ浦層

磯子区森町
戸塚区名瀬町
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この表から次のようなことがらが言える

a. 生痕化石とスナモグリの類似点
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生痕化石の1m＇当りの棲息数と巣孔入口の数ならびにその形態と巣孔の横断面、および巣

孔の下方向への拡がり方の点でスナモグリと類似する。

b. 生痕化石とアナジャコとの類似点

生痕化石の1m＇当りの懐息数と巣孔入口の数ならびにその形態と巣孔の横断面の太さ、形

および、巣孔の下方向への拡がり方の点でアナジャコと類似する。

c. 生痕化石とスナモグリ、アナジャコとの相異点

1）生痕化石の巣孔動物は、不整合面上り下位のシルト層（堺風ケj甫層上部層）に巣孔を掘っ

ているという点で、現在堆積中の軟かい細砂～シルトに棲息しているスナモグリ、アナジャコ

と産出状況が異る。

2) 生痕化石には巣孔管の入口が1個のものがあり、他の型のものと同じ太さで、しかも同

形である。不整合面より50～lOOcmぐらいまで掘り下げ、時には枝分れするものもある。この

ような型は、現生には知られていないようである。

以上の事実と、すでに知られているように、スナモグリとアナジャコが同じ環境に俵息※す

る場合が多いことから判断すると、この本牧産のいわゆるサンド ・パイプ形の生痕化石は、ス

ナモグリとアナジャコの両者によるものが混在していると考えられるが、両者の区別は明らか

にできなかった。

VII.まとめ
1）横浜市本牧の下末吉層と考えられる地層の、基底面（海抜約 30m）より下位の扉風ケ

浦層上部層に向かつて巣孔動物により掘られた、いわゆるサンド・パイプ形の生痕化石は、現生

のスナモグリとアナジャコの巣孔形態と似ている。今まで扉風ケ浦層や下末吉層中から産出し

たサンド・ パイプには、アナジャコの巣孔があると言われていたが、実際には、両者の区別は

困難なようである。従ってそのアナジャコと云われていた生痕化石の中には、スナモグリの生

痕化石も含まれているのではないかと考えられる。

2) 巣孔化石に伴う noduleは、巣孔の主に屈曲部にみられる。これは巣孔動物と直接関係

なく、 二次的に形成されたものであると考えられる。従って、外見上、屈曲部に球部が存在す

るのをもって、直ちにスナモグリの体を回転させるための球部とするのは危険である。

謝辞：この研究にあたり、横浜国立大学地学教室の鹿間時夫教授、見上敬三助教授、国立科

学博物館の長谷川善和氏、東京大学の鎮西清高氏には終始ご指導いただき、ご校関下さり、厚く

お礼申し上げる。また神奈川県立栄養短期大学の朝比奈貞一教授、東京都立大学の戸谷洋助教

授、神奈川県立青少年センター科学1課の諸氏には討論や助言をいただき、市立大鳥中学校地

学班の諸君には、化石採集にご協力下さったことを深く感謝する。

なお、採集した化石標本は、神奈川県立博物館にある。

※ 大島和男 (1966 b, 1967 a ) 
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Burrowing fossils from the Quaternary Shimosueyoshi 

formation of Honmoku, Yokohama. 

Yoshiaki MATSUSHIMA and Kiyoshi OKUMURA 

ABSTRACT 

85 

The paper deals with some sand-pipes burrowing down from the base of the upper 

Quaternary Shimosueyoshi fromation into the unconformably underlying Byobugaura 

formation at Midorigaol王a,Honmoku, Yok9hama city. 

These sand-pipes are regarded to be the burrows made by marin巴animals.Judging 

from dimensions, forms and distribution patterns of bur~ows, the animals may be com・

pared with upogebiid and callianassid crustaceans of tidal zone inhabitans. There found 

some koob-like nodules, similar in outline to globular cavity of callianassid burrows, at 

the bend or junction of the burrows. They are, however, composed of limonitic concre-

tions precipitated secondarily around the burrows, and are seemed to have no direct 

relation to the activity of animals. 



図版 I 
l. 横浜市中区本牧緑ケ丘、宅地造成工事現場のいわゆるサンド・ パイプ形の生痕化石産地

2. いわゆるサンド・パイプ形の生痕化石産よれの垂直断面露頭、上位の黒色部は、下末吉層

の凝灰質組粒砂、下位の灰色部は、扉風ケ浦層上部層のンルト層で不整合商より掘られた

生痕化石が点在する。定規は 1m 

3. 同じ垂直断面露頭、 I 字豆！と L字~の生痕化石が多い （第 4 図はこのスケ γ チ）
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図版 II 垂直断面露頭
1 . Y字型（左）と逆Y字型（右）の生痕化石

2. U字型の生痕化石、アナジャコの巣孔に際似する
3. 3口型 （左、第6図はこのスケッチ）と Y字型（右）の生痕化石 ・定規は20cm

4. 変形したY字型（左）、 4口型（右）の生痕化石

5. 不整合面に対し巣孔管は約45・～90・までいろいろの角度をとる。入口が円筒状を示す生痕化石

6. 人口がロート状を示す生痕化石
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図版 町水平断面露頭

I 不整合面より約4～ 5cm下方の生痕化石分布 （第7図はこのスケァチ）

2 不整合商より約20～30cm下方の生痕化石分布（第8図はこのスケ yチ）
3. 不整合商より約SOcm下方の生痕化石分布 （第9図はこのスケッチ）
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図版 JV 
1. 涼形状noduleとサンド ・ノfイプ

2. a. 発掘中の大型 nodule

b. 正面、前面にあるやや扇平した巣孔管は末端部である。

後部は小型 noduleが付着、左は入口から速なる巣孔管

左は枝分れの巣孔管

c. 側面

d. 断面、同心円状水酸化鉄と シルトの縞目がある。

3. 生痕化石の末端部
a. 発掘中のもの

b. 丸みをおびた円錐形の末端部、 granuleサイス撲が内部に充換している
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